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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
○選択科目希望調査を実施し、開講選択科目群や時間
割を調整するとともに施設整備を行う。
○選択科目説明会を実施し、実施科目内容の周知を図
る。

A A A

○特色ある学校行事等を積極的に取り入れ、学校に対
する帰属感を高める。

A B B

○地域や社会の外部人材等の協力を仰ぎ、講演会を実
施する。
○「ＳＤＧｓ井上浦造みらい塾」の生徒が中心とな
り、生徒一人ひとりが自分事として捉えられる活動を
行う。

B A B

○校内の清掃活動や美化活動を定期的に行う。
○安全点検を毎月実施する。

C B C

○授業改善のための研修会・教科会議を実施する。
○授業アンケートの結果を活用し、授業改善を行う。

A A A

○授業改善のための研修会・教科会議を実施する。
○授業アンケートの結果を活用し、授業改善を行う。 A A A

3 生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

○授業改善のための研修会を実施する。
○授業アンケートの結果を活用し、授業改善を行う。

A A A

○定期的に開かれる校務委員会や学年会議などで情報
交換を行う。
○気になる生徒についての情報交換を適宜行う。 A － Ａ

○新入生歓迎会で部活動の取り組みを発表する。
○校内に部活動紹介ポスターを掲示する。

C B Ｂ

○各学期に学校生活アンケート調査を実施する。
○年に２回いじめ防止アンケートを行い、必要に応じ
て面談をする。
○生徒会中心にあいさつ運動やいじめ防止を呼びかけ
るポスターを作成する。

C B Ｂ

○二者面談、三者面談を通して生徒理解を深め、個々
の生徒に対応する。 A B Ａ

○家庭と連携をとりながら、生徒の怠惰による遅刻を
なくす。
○回数に応じた段階的指導を行い、生徒自身に自覚が
芽生えるように指導する。

B － Ｂ

○該当の生徒と面談をし、適切なアドバイスをする。
○保護者との連絡を密にして協力関係を築き、指導に
当たる。

Ｃ － Ｃ

7 計画的な指導を行っていま
すか。

○進路講演会（キャリアセミナー）を実施する。
○生徒の希望に応じた企業・学校説明会、進路ガイダ
ンスを実施する。

A － A

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

○進路希望調査の結果をもとに、面談等で利用できる
資料等を作成し、担任に提供する。
○新規指定校・就職先開拓を行う。
○進路室を整備し、生徒・保護者が利用しやすい環境
を作る。

C B B

○ＳＤＧｓ井上浦造みらい塾の活動を中心に、地域支
援等に関わるポスターやフライヤーを掲示・配布す
る。
○学校Webページを適宜更新するとともに、周知を図
る。

C C C

○ロータリークラブ会員による進路活動に向けた模擬
面接や講演会を実施する。
○総合的な探究の時間を中心に、様々な立場の社会人
による講演や授業を行う。

A － A

Ⅵ
教育デジタル
化に努めてい
ますか。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

○教職員が互いにＩＣＴを活用した授業を見せ合い、
授業力向上を図る。

A A A

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

○職員掲示板（kinako)や共有フォルダ・クラスルーム
を活用し、資料の共有を図る。

A － A

9

⑱ＩＣＴを活用した授業に、満足している生
徒が７０％以上である。

⑲ペーパーレスの職員会議を９０％以上実施
している。

⑭「自己の生き方」と「将来の職業」との関
連を幅広く考えさせる活動を、外部講師等を
活用して各学期に1回以上実施する。

・生徒、保護者ともにＩＣＴ活用に関し
て9割程度が満足していると回答してお
り、ＩＣＴが不可欠となった現代の状況
を鑑みて同程度以上の水準を維持してい
くことが必要である。
・来年度からＢＹＯＤが本格的に始動す
るため、職員のより一層のＩＣＴ活用力
が求められるだろう。

・ＩＣＴを活用した授業における生徒の満足度は91.0％で、目標を大きく超えた。
また昨年度に続きＩＣＴ機器を使った授業が増え、今年度は97.8％（前年比＋16.7
ポイント）の職員がＩＣＴを授業にて活用できていると回答した。次年度の課題とし
て、各教諭、教科で蓄積したノウハウの共有を図っていく必要がある。
・昨年度に続き、職員会議は職員室の机上パソコンでPDF化した資料を用いてい
る。今年度はkinakoやクラスルームを活用し、資料の共有を行った。今後も継続し
つつ、ペーパーレス化を推進していく。

・SDGs井上浦造みらい塾の生徒たちが、地域の魅力を発信するポスターを作成し、
校内だけでなく、地域の方々にも広く配布した。来年度も引き続き発信活動に力を入
れ、本校の探究の特色を多くの方に知っていただけるように工夫していく。
・SDGs井上浦造みらい塾の活動報告を各月でまとめ、校外にも積極的に発信した。
来年度もみらい塾生で分担をし、活動報告の制作に力を注ぎたい。
・総合的な探究の時間において、地域やジェンダー、国際理解など、様々な立場の方
をお招きし、講演会を実施することができた。その結果、生徒たちの視野を広げるこ
とができたと感じている。来年度も、様々な分野の第一線で活躍する方々の講演会を
企画し、生徒たちに多様な視点で物事を考える機会を多く与えていきたい。

・全校で行っている「SDGsみらい探究」と「井
上浦造みらい塾」の関連が分かると良い。
・探究活動を通してどのような成果をあげたのか
を示す必要がある。
・探究活動の内容を保護者にもＰＲすることで、
保護者の理解度を高めることができる。
・教員が探究する姿を見せることで生徒も自分の
主張ができるようになっていくのではないか。
・探究の進め方については、グループディベート
型など、発信する活動を多くすると良い。

・上級学校から新規に進学指定校を
得られたことは大きな実績になって
いる。来年度以降も続けて欲しい。
・在校生が先輩に質問をしやすいよ
うな工夫をして学校行事が開催でき
るとよい。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

・選択科目を多く設定している教育課程への満足度は90％以上に達した。生
徒の希望する履修講座を増設したり、科目の修正等を行った。次年度におい
ても、生徒の多様な進路対応ができるよう特色ある教育課程を編成するとと
もに、選択科目の実施において、必要な施設の整備をより一層進めていくこ
とが必要である。
・自分の学校が好きだと感じている生徒は70.1％であった。実施した学校行
事について内容を工夫してきたことにより、昨年度（65.5％）からの増加は
見受けられたが、目標の80％には届かなかった。次年度も学校行事の見直し
や生徒が帰属感を持てるような学校の魅力づくりのため、生徒・保護者・職
員の意見に真摯に耳を傾けていく。
・「SDGｓみらい探究」の活動に対しては、昨年度から満足度が増加し、
74％以上の生徒が満足している結果となった。また、みらい塾を中心に、生
徒が主体的に取り組める探究活動を行うことができた。次年度においては、
フィールドワーク等の指導計画の見直しを進めるとともに、引き続き本校の
特色としていきたい。
・施設整備については、生徒の満足度は64.3％と目標の70％には届かな
かった。なお、校内のバリアフリー化等整備が行われている状況である。

・授業によって新たな知識・技能が身についたり、思考が深まったりしたと
感じている生徒は95.4％で質の高い授業を提供することができている。ま
た、授業中、説明する機会や自分の考えを発表する機会があると感じている
生徒は87.3％であった。全体研修や個々の職員による教材研究・授業改善が
進んでいる成果であると考えられる。今後も授業改善を進めていき、より高
い具体的数値項目を目指していく。
・意欲的に授業に取り組んでいると回答した生徒は88.6％にのぼった。授業
中に説明する機会や自分の考えを発表する機会があると多くの生徒が感じて
いる結果につながっていると考えられる。今後も生徒が意欲的に学習に取り
組める授業をより一層充実させるため、校内研修等を充実させていく。

・校務委員会や分掌会議、各学年会議を定期的に開き、生徒に関する情報を
共有することが出来た。多様化の度合いが高まる昨今、次年度も生徒情報を
共有することが益々重要になってくる。
・学校生活で部活動・生徒会活動等に積極的に取り組んでいると回答した生
徒は66.6％であった。ここ数年、部活動加入率が伸び悩んでいるが、生徒会
活動や井上浦造みらい塾の活動に積極的に取り組む生徒も増えている。
・いじめのない学校生活を送れていると感じている生徒は86.6％であり、昨
年度より約6％増えている。また、悩み相談を親身になって対応してくれて
いると感じている生徒は77.9％であり、昨年度より1.4％減少している。今
後も面談等を通して生徒理解を深め、情報共有しながら指導に当たっていき
たい。
・コロナ禍以降、生徒・保護者の遅刻や欠席に関する意識が低くなっている
傾向がある。2学期終了時までの1日平均遅刻率は1.5％であり、目標を上
回ってしまった。欠席については、どの月も1ケ月あたり3日以上欠席した生
徒は１％を超えており、目標を大幅に上回ってしまった。時代の流れとは言
うものの欠席に対する意識が変わってきているのが現状であり、生徒だけで
なく保護者とも協力しながら、引き続き指導していきたい。

・2学期終了時点までに、キャリアセミナー、進路ミニガイダンスを実施し
た。自己の生き方と将来の職業との関連を幅広く考えさせる活動は重要であ
るため、次年度も引き続き実施していく。
・進路実現に向けて積極的に取り組んでいる生徒は84.3%であった。引き続
きLHR等を利用し、進路について自分事としてとらえ、考える時間を確保し
ていく。
・新規指定校や就職先開拓については、次年度以降も引き続き行っていく。

学校関係者評価

・各アンケート結果からも生徒は授
業に意欲的に取り組んでおり、学習
したことが自身の成長につながって
いることを実感しているとともに、
アウトプットをする機会が十分確保
されていると感じていることがわ
かった。

・単位制高校の長所を活かしたカリ
キュラムづくりや具体的な取組を打
ち出すことで保護者へのＰＲにもな
る。
・単位制で特色があるということは
面白い。単位制の学校で受験戦争が
ないからこそ人間教育をいかにする
かを考えていってもらいたい。
・「充実した学校生活や教育活動の
ために必要な施設整備が行われてい
ると感じている生徒が７０％以上で
ある。」の具体的数値目標が低いよ
うに感じる。

特色ある教育活動を行って
いますか。

⑰地域や社会の人を講師とした講演会などを
年３回以上実施する。

⑩「いじめのない学校生活を送れている」と
感じている生徒が９９％以上である。

②自分の学校が好きだと感じている生徒が８
０％以上である。

家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

④充実した学校生活や教育活動のために必要
な施設整備が行われていると感じている生徒
が７０％以上である。

⑯「学校の教育活動の様子がよく分かる」と
考えている保護者が８０％以上である。

⑧各種会議等において、生徒に関する情報交
換を週１回以上実施している。

⑫１日の平均遅刻者が１％以下である。

⑮進路実現に向けて積極的に取り組んでいる
生徒が８０％以上である。

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策

⑤授業によって新たな知識・技能が身につい
たり、思考が深まったりしたと感じている生
徒が８０％以上である。

Ⅳ

開かれた学校
づくりに努め
ていますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的
な学習活動に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

Ⅴ

生徒の主体的
な進路選択に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

生徒の充実し
た学校生活に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

羅　　　　　針　　　　　盤

1
①選択科目を多く設定している教育課程に満
足している生徒が８０％以上である。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校
づくりに努め
ていますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

③「ＳＤＧｓみらい探究」の活動に満足して
いる生徒が７０％以上である。

・SNS、いじめの問題が気になっ
た。交通事故も携帯電話をいじって
自転車に乗って起こっているのか。
携帯電話をいじることによって事故
やいじめに繋がることがあるのか。
・８月にいじめ防止フォーラムに出
席し、小・中・高・特支のグループ
で話をした中でも携帯電話を使用し
たSNSでのいじめが挙げられてい
た。小学生から指導をする必要性が
あると思った中で、根気強く学校で
も行って欲しい。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

⑬欠席が１ケ月あたり3日に達した生徒が1％
以下である。

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

　
6

⑪「悩み相談を親身になって対応してくれて
いる」と感じている生徒が８０％以上であ
る。

⑦意欲的に授業に取り組んでいる生徒が７
０％以上である。

⑥授業中、説明する機会や自分の考えを発表
する機会があると感じている生徒が８０％以
上である。

⑨学校生活で部活動・生徒会活動等に積極的
に取り組んでいる生徒が７０％以上である。

組織的・継続的な指導を
行っていますか。

4


